
 

 

 

「はい、チャイルドラインです」。午後
ご ご

4時
じ

、、受話器
じ ゅ わ き

、 向
む

、う 受
 

、 手
て

、んの 顔
うお

、 

一瞬
いっしゅの

緊張
きのちょ 

が走
はし

ります。 

 チャイルドラインは 18歳
んい

まで 子
こ

ど

も ため 電話
で の わ

です。チャイルドライン

支援
し え の

センター（東京
と きょ 

）を中心
ちゅ しの

 、全国
ぜのこく

69  市民
し み の

団体
だのたい

、が連携
れの い

、し、チャイルドラ

イン支援
し え の

議員
ぎ い の

連盟
れのめい

、 応援
お えの

、も受
 

、 がが、、

全国
ぜのこく

共通
きょ つ 

、 フリーダイヤルで子
こ

、ども 

声
こえ

 耳
みみ

を傾
うたむ

 ています。 

 チャイルドライン「もしもしキモチ」

は、福岡市
ふくおうし

を拠点
きょての

として活動
うつど 

を始
はじ

めまし

た。「子
こ

ども 権利
 の り

条約
じょ やく

」 理念
り ね の

、子
こ

ど

もは権利
 の り

、 主体
しゅたい

、でる 事
こと

、を基本
き ほ の

姿勢
し せ い

、 

置
お

き、時代
じ だ い

 変化
へ の う

ととも 電話
で の わ

、メール、

オンラインチャットとツールを広
ひろ

げが 

 

 

 

が、、子
こ

、どもと やりとりを重
うん

、ね 23

年目
ね の め

を迎
むう

えます。発足
ほっそく

当時
と  じ

、20年後
ね の ご

 は

チャイルドライン がい世界
せ う い

、を願
ねが

、って

いましたが、そ 実
じつ

現
げの

 はまだまだ時間
じ う の

がううりそ です。  

 

□1 気
き

になる子
こ

どもの口癖
くちぐせ

 

 

 今
いま

、子
こ

ども 口癖
くちぐせ

で気
き

 が  が、「ど

 せ」とい 言葉
こ と ば

です。“ど せ～でしょ”

とい 言
い

、い方
うた

、 、子
こ

、ども 諦
るき、

、め 気持
き も

ちを感
うの

じます。何
が 

うを伝
つた

えよ とす 前
まえ

 、“ど せ聞
き

いても、えがい”“ど せ

判
わう

、っても、えがい”と諦
るき、

、めてい  で

す。子
こ

どもが親
おや

や先生
せのせい

 向
む

うって「ねぇ」

と話
はが

、しう た時
とき

、 、ちんのとふりむき、

認定
にんてい

NPO法人
ほうじん

チャイルドライン「もしもしキモチ」専務
せ ん む

理事
り じ

 

NPO法人
ほうじん

子
こ

どもも メディア常務
じょうむ

理事
り じ

ど 子
こ

どもも メディアインス

トラクター して 福岡
ふくおか

県内
けんない

の学校
がっこう

 特別
 くべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 PTA なも

を中心
ちゅうしん

に啓発
けいはつ

活動
かつもう

を行
おこな

っています。 

“であい・かたり・つながろう”をキーワードに子
こ

もも分野
ぶ ん や

の

ネットワークづくりに取
 

り組
く

んでいます。 三宅
み や け

 玲子
れ い こ

 さん 

「子
こ

どもの声
こえ

に耳
みみ

を傾
かたむ

けて」 
・認定

にんてい

NPO法人
ほうじん

チャイルドライン 

「もしもしキモチ」専務
せ ん む

理事
り じ

 

・NPO法人
ほうじん

子
こ

もも メディア常務
じょうむ

理事
り じ

 

・子
こ

もも メディアインストラクター 



顔
うお

、を合
る

、わせて話
はがし

、を聞
き

、いてくれ 、その

がゆとり る おとがが少
すく

、がいと感
うの

、じ

ます。 

 私
わたし

は、チャイルドラインをはじめ、子
こ

ども 関
うう

わ 複数
ふくす 

 NPO活動
うつど 

 関
ううわ

って

いますが、そこう、見
み

、え 子
こ

、ども 姿
すがた

は、マスコミを ぎわせてい 子
こ

ども 

事件
じ  の

、とどこう重
うん

、がって見
み

、えてきます。

「る がまま 自分
じ ぶ の

」を出
だ

せがい、危
るや

 

い「仲間
が う ま

関係
うの い

」 中
がう

 身
み

を置
お

きがが、「こ

ころ 居場所
い ば し ょ

」ががく苦
く 

しのでい 子
こ

ど

も。私
わたし

が子
こ

育
そだ

てをした40年前
ねのまえ

とは比較
ひ う く

 が、がい、地域
ち い き

 つががりも薄
 す

れた中
がう

で、子
こ

、ども 育
そだ

、つ社会
しんうい

環境
うのきょ 

、は大
おお

、きく

変化
へ の う

、しています。がうでも、メディア

環境
うのきょ 

、 変化
へ の う

、は、子
こ

、ども う、だとここ

ろ 育
そだ

、ち 大
おお

、きが影響
えいきょ 

、を及
およ

、ししていま

す。コミュニケーション スタートと言
い

われ 授乳
じゅ ゅ 

時
じ

、う、それは始
はじ

、まってい 

 です。いま、子
こ

ども時代
じ だ い

を“子
こ

ども 

時間
じ う の

”を十分
じゅ ぶの

 満喫
まのきつ

し、育
そだ

っていくこと

が厳
きび

しい時代
じ だ い

が うもしれませの。 

 チャイルドライン支援
し え の

、センターが

毎年
まいとし

発行
はっこ 

してい Annual、Report2024

「おとが いいたいこと」 中
がう

 、この

が声
こえ

が紹
しょ 

介
うい

んれています。 

 

＊もっと、居場所
い ば し ょ

をくだんい。学校
がっこ 

で苦
く 

しのでい 人
ひと

、はたくんのい と思
おも

、いま

す。相談室
そ だのしつ

をもっといきやすい雰囲気
ふ の い き

 

して欲
ほ

しいです。年
ねの

 何回
がのうい

う「個別
こ べ つ

面談
めのだの

」

 日
ひ

、を作
つく

、ったり、相談室前
そ だのしつまえ

、 ポストを

設置
せ っ ち

、したりす  はど でしょ う 

ど う学校
がっこ 

 居場所
い ば し ょ

をくだんい。 

つ、いです。（小学生
しょ がくせい

） 

 



＊相談
そ だの

、んれた、何
が 

、うし、やってほしい。

見
み

、て見
み

、ふふりとうちょっと注意
ちゅ い

、して終
お

わ、せたりす  はやめてほしい。親
おや

は

特
とく

 、子
こ

どもが最近
んいきの

元気
げ の き

がいとう、そ 

い ことがるった、ちんのと聞
き

、いて

ほしい。気合
き る い

、で行
い

、 とう言
い

って簡
うの

単
たの

 

終
お

、わ、せたり圧力
るつりょく

、う たりしがいでほ

しい。（中学生
ちゅ がくせい

） 

 

 チャイルドライン 寄
よ

、せ、れたこれ

、 声
こえ

、う、は、おとが 物差
も  ん

、しでしう

物事
も ごと

を測
はう

れがい、おとが 対
たい

す 苛立
い 、 だ

ち

が見
み

え隠
うく

れします。 

 

□2 子
こ

どもが「大切
たいせつ

にされて

いる」と思
おも

える安心感
あんしんかん

を 

 

チャイルドラインは、「気持
き も

、ちを聴
き

、く」

ことを大切
たいせつ

 しています。子
こ

どもが自己
じ こ

決定
 ってい

す ことを、自力
じ り き

で結論
 つろの

が出
だ

せ よ

  寄
よ

り添
そ

い支
んん

えます。問題
ものだい

解決
うい つ

 主体
しゅたい

は子
こ

どもでるり、子
こ

ども自身
じ し の

がど した

いうを考
うのが

え、決
き

めて行動
こ ど 

す ことが、そ

 子
こ

、 持
も

、つ 力
ちう、

、を 育
はぐく

、むこと 繋
つが

、が と

考
うのが

え う、です。です で、どのが些細
ん ん い

がぐちんぐちんした話
はがし

、 も根気
こ の き

、よく付
つ

き合
る

、います。そのがやりとりを通
とお

、して

「自分
じ ぶ の

は大切
たいせつ

 んれてい 」とい 、こ

れまで がい安心感
るのしのうの

を抱
いだ

くよ です。子
こ

ども 周
まわ

、り 、子
こ

、ども 話
はがし

、をちんのと

聴
き

  人
ひと

、受
 

 止
と

め、れ 人
ひと

、話
はが

せ 場
ば

、

そのが「居場所
い ば し ょ

」がもっと必要
ひつよ 

です。 

 私
わたし

、たちは、子
こ

、ども チャイルドライ

ン 存在
そのざい

を知
し

っても、いたいと、学校
がっこ 

や

連携
れの い

す NPO がどを通
つ 

じてフリーダイ

ヤル 番号
ばのご 

、を記
し 

、した名刺
め い し

、イイ  カー



ドを配
くば

っています。裏面
り め の

 は、「ひみつは

まも よ」「どのがことも、いっしょ 

考
うのが

、え 」「名
が

、まえは言
い

、わがくてもいい」

「切
き

りたいときは電話
で の わ

を切
き

っていい」 

メッセージが書
う

うれています。福岡
ふくおう

市内
し が い

 公立
こ りつ

小
しょ 

、 中学校
ちゅ がっこ 

では、学校
がっこ 

で1
ひと

人
り

1
いち

台
だい

支給
しきゅ 

、んれてい タブレット端末
たのまつ

、を

活用
うつよ 

した「相談
そ だの

」（公的
こ てき

が機関
き う の

と並
が、

のでチ

ャイルドラインも紹介
しょ うい

、） 取
と

、り組
く

、みも

始
はじ

まっています。 

 

□3 おおとなが身
み

おにつけたい

「新
あたら

しい子
こ

ども観
かん

」 

 

 2023年
ねの

４月
がつ

は、子
こ

ども自身
じ し の

、そして子
こ

ども 支援
し え の

活動
うつど 

、をしてい 私
わたし

、たち と

って記念
き ね の

、すべき年
とし

、 がりました。「子
こ

、ど

も家庭庁
うていちょ 

」が発足
ほっそく

し「こども基本法
きほのほ 

」が

施行
し こ  

んれ、「子
こ

ども 権利
 の り

条約
じょ やく

」 実現
じつげの

が国
く 

 よって約束
やくそく

んれた ですう、、こ

のが 嬉
 れ

しい事
こと

は有
る

りませの。基本
き ほ の

理念
り ね の

 「子
こ

ども 意見
い  の

 尊重
そのちょ 

」が謳
 た

われたこ

 ２つ 大
おお

、きが動
 ご

、きは、子
こ

、ども 声
こえ

、を

直接
ちょくせつ

聴
き

、き、気持
き も

、ちを受
 

、 止
と

、め、時
とき

、 は

代弁者
だいべのしん

とが 「子
こ

ども 意見
い  の

表明権
ひょ めい の

」 

スポットを当
る

、てた子
こ

、どもアドボカシー

 重要性
じゅ よ せい

を物語
も がた

っています。 

 今年
こ と し

は、日本
 ほ の

が「子
こ

ども 権利
 の り

条約
じょ やく

」

を批准
ひじゅの

した 1994年
ねの

う、 30年
ねの

を迎
むう

えま

す。しうし、子
こ

どもは「権利
 の り

 主体
しゅたい

」で

る とい 子
こ

ども観
うの

が、おとがはもちろ

の当事
と  じ

者
しん

、でる 子
こ

、ども もまだまだ

認知
 の ち

んれていませの。昨年
んくねの

開
ひ、

いた子
こ

ども

 権利
 の り

 関
うの

す 学習会
がくしゅ うい

で、「関心
うのしの

 がい

人
ひと

 関心
うのしの

をもっても、  は、周
まわ

り 人
ひと

 抵抗感
ていこ うの

、を持
も

、たれがいよ が伝
つた

、え方
うた

、を



す ことが大
たい

切
せつ

」とい 講師
こ  し

 言葉
こ と ば

を聞
き

きました。 

 どのが些細
ん ん い

が事
こと

 も耳
みみ

を傾
うたむ

 、共感
きょ うの

す 。そして子
こ

、どもと 約束
やくそく

、は 必
うが、

、 守
まも

 。「子
こ

ども ことは、子
こ

ども 聞
き

く」と

い 「新
るた、

しい子
こ

ども観
うの

」を身
み

 つ  。

これは子
こ

、ども 声
こえ

、を社会
しんうい

、 届
とど

、  私
わたし

、た

ち 役割
やくわり

です。 

 このが時代
じ だ い

、だう、こそ子
こ

、どもたち 、

話
はが

せ 「誰
だれ

う」がい 安心感
るのしのうの

を届
とど

 てい

きたいと思
おも

います。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

□1 はじめに 

 

今
いま

う、およそ 35年前
ねのまえ

 1989年
ねの

 、

国連
こくれの

で「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」が誕生
たのじょ 

し

ました。こ 条約
じょ やく

は 18歳
んい

未満
み ま の

を「こど

も」と定義
て い ぎ

し、世界中
せういじゅ 

 すべて こども

たち 、こども自
み う

、、が権利
 の り

、 主体
しゅたい

、でる

 ことを約束
やくそく

しています。わが国
く 

は、こ

 条約
じょ やく

、 1994年
ねの

、4月
がつ

、22日
 ち

、 批准
ひじゅの

、し、

158番目
ば の め

 締
てい

約
やく

国
こく

とがっています。がお、

2024年
ねの

現在
げのざい

、こ 条約
じょ やく

は 196  国
く 

と

地域
ち い き

で締結
てい つ

んれており、世界
せ う い

で広
ひろ

く受
 

 

入
い

、れ、れてい 人権
じの の

条約
じょ やく

、とがっていま

す。 

 当然
と ぜの

、 ことがが、、こ 条約
じょ やく

、を締結
てい つ

しただ では、こども 権利
 の り

は守
まも

、れま 

 

 

 

せの。こども 関
うう

わ すべて おとがが、

Human、Rights（生
 

まれがが、 して当
る

たり前
まえ

 もつ権利
 の り

）として 「こども 

権利
 の り

」 保障
ほしょ 

を実現
じつげの

すべく、る、ゆ 面
めの

う、取
と

り組
く

む必要
ひつよ 

がるります。また、こ

どもとおとがが協働
きょ ど 

、し、社会
しんうい

、をつく 

パートナーとして人権
じの の

、が尊重
そのちょ 

、んれ 

社会
しんうい

、くくりを実行
じっこ 

、す ことが重要
じゅ よ 

、です。 

 、「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」 内容
がいよ 

を“絵
え

 

描
う

いた餅
もち

” しがいため も、私
わたし

たちお

とが 姿勢
し せ い

、や行動
こ ど 

、が問
と

、われてい と思
おも

います。 

 それでは、「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」 は

ど よ がことが具体的
ぐたいてき

、 記
し 

、んれてい

  でしょ う。こ 条約
じょ やく

、が成立
せいりつ

、す 

まで 経緯
 い い

、も含
ふく

、めて、以下
い う

、 紹介
しょ うい

、した

・筑紫女
ちくしじょ

学園
がくえん

大学
だいがく

 

人間
にんげん

科学部
か が く ぶ

人間科
にんげんか

学科
が く か

 

心理
し ん り

・社会
しゃかい

福祉
ふ く し

専攻
せんこう

 

専門
せんもん

：社会
しゃかい

福祉学
ふくしがく

 准
じゅん

教授
きょうじゅ

 

数年前
すうねんまえ

より 地域
ち い き

の方々
かたがた

や大学生
だいがくせい

 共
 も

に「こもも食堂
しょくもう

」や 

「ママカフェ」なもの活動
かつもう

を通
つう

じて こももや女性
じょせい

の居場所
い ば し ょ

 

づくりを行
おこな

っています。 

また 公園
こうえん

での夜回
よ ま わ

りや「まちの保健室
ほけんしつ

」の取
 

り組
く

みを通
 お

して 

生
い

きづらさを抱
かか

える若者
わかもの

たちの支援
し え ん

活動
かつもう

を行
おこな

っています。 

こどもの権利
け ん り

条約
じょうやく

への批准
ひじゅん

と 

こども基本法
きほんほう

制定
せいてい

の背景
はいけい

について 

大西
おおにし

 良
りょう

 さん 



いと思
おも

います。 

 

□2 こどもの権利
け ん り

条約
じょうやく

が 

成立
せいりつ

するまでの歴史的
れきしてき

経緯
け い い

 

 

世界
せ う い

、 人々
ひとびと

、 大
おお

、きが苦
く 

、しみと悲
うが

、しみ

をもた、した出来事
で き ご と

がるります。それは、

二度
 ど

 わた 世界
せ う い

大戦
たいせの

、（世界的
せういてき

規模
き し

で多
おお

く 国々
く ぐ 

を巻
ま

き込
こ

のだ戦争
せのそ 

）です。戦後
せ の ご

まもがく世界
せ う い

大戦
たいせの

、 反省
はのせい

、う、設立
せつりつ

、んれ

た国際
こくんい

連合
れのご 

、（国連
こくれの

） おいて、1948年
ねの

 

採択
んいたく

んれた「世界
せ う い

人権
じの の

宣言
せのげの

」は、すべて

 人
ひと

、が生
 

、まれがが、 基本的
きほのてき

人権
じの の

、をも

ってい ことを、世界
せ う い

で初
はじ

めて公式
こ しき

 認
みと

めた宣言
せのげの

とがっています。 

 そ 後
ご

、、1959年
ねの

、 は国連
こくれの

総会
そ うい

、 おい

て「児童
じ ど  

 権利
 の り

 関
うの

す 宣言
せのげの

」が採択
んいたく

ん

れ、こども 権利
 の り

、が国際
こくんい

文書
ぶのしょ

、として

明文化
めいぶのう

んれました。また1979年
ねの

 「国際
こくんい

児童
じ ど  

年
ねの

、」では、世界中
せういじゅ 

、 人
ひと

、がこども 

権利
 の り

、 ついて考
うのが

、え 機会
き う い

、とがり、こど

も 基本的
きほのてき

人権
じの の

、を包括的
ほ うつてき

、 保障
ほしょ 

、す た

め 枠組
わ く ぐ

みくくりが本格化
ほのうくう

しました。ん

、 「国際
こくんい

児童
じ ど  

年
ねの

」う、 10年後
ね の ご

 1989

年
ねの

、 は、「児童
じ ど  

、 権利
 の り

、 関
うの

、す 条約
じょ やく

、」

（通称
つ しょ 

、「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

、」）が国連
こくれの

総会
そ うい

、 おいて全会
ぜのうい

一致
い っ ち

、で採択
んいたく

、んれ、

世界中
せういじゅ 

、 すべて こどもたちがもつ

人権
じの の

、（こども 権利
 の り

、） 保障
ほしょ 

、を定
んだ

、め 

条約
じょ やく

として成立
せいりつ

しました。 

 

□3 こどもの権利
け ん り

条約
じょうやく

に 

ついて 

 

今日
この ち

、「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」はこども

 ことを考
うのが

、えたり、行動
こ ど 

、したりす と



き グローバルスタンダート（国際的
こくんいてき

基準
きじゅの

）とがっています。本条約
ほのじょ やく

は、こど

もは「弱
よわ

、くておとがう、守
まも

、、れ 存在
そのざい

、」

とい 考
うのが

え方
うた

う、、こどもを「ひとり 

人間
 のげの

として人権
じの の

、（権利
 の り

）をもつ者
も 

」、すが

わち「権利
 の り

 主体
しゅたい

」でる とい 考
うのが

え方
うた

 大
おお

、きく転換
てのうの

、んせました。本条約
ほのじょ やく

、 

特徴
とくちょ 

は、こどもを権利
 の り

 主体
しゅたい

と捉
と、

え、お

とがと同様
ど よ 

、 ひとり 人間
 のげの

、としてもつ

様々
んまざま

、が権利
 の り

、を認
みと

、め と同時
ど  じ

、 、成長
せいちょ 

、 

過程
う て い

、 るって保護
ほ ご

、や配慮
はいりょ

、が必要
ひつよ 

、がこど

もが、では 権利
 の り

、も定
んだ

、めてい 点
ての

、です。

ん、 こども 最善
んいぜの

、 利益
り え き

、を 考
うのが

、え と

い 立場
た ち ば

う、、「生
い

き 権利
 の り

」、「発達
はったつ

す 

権利
 の り

」、「守
まも

、れ 権利
 の り

」、「参加
ん の う

す 権利
 の り

」

 4つ 権利
 の り

を柱
はし、

としています。表
ひょ 

１

 、こ 4つ 権利
 の り

 具体例
ぐたいれい

を示
しめ

します。 

 

表
ひょ 

１ こども 権利
 のり

条 約
じょ やく

 4つ 権利
 のり

 

＜生
い

きる権利
け ん り

＞ 

防
ふせ

げ 病気
びょ き

がどで命
い ち

を奪
 ば

われがいこ

と。病気
びょ き

や がをした、治療
ちりょ 

を受
 

 、れ

 ことがど。 

＜発達
はったつ

する権利
け ん り

＞ 

教育
きょ いく

を受
 

 、休
やす

のだり遊
るそ

のだりでき 

こと。考
うのが

えや信
しの

じ こと 自由
じ ゆ  

が守
まも

、

れ、自分
じ ぶ の

、しく育
そだ

つことができ がど。 

＜守
まも

られる権利
け ん り

＞ 

る、ゆ 種類
しゅ い

 虐待
ぎんくたい

や搾取
んくしゅ

がどう、守
まも

、れ こと。障害
しょ がい

 る こどもや少数
しょ す 

民族
みのぞく

 こどもは特
とく

 守
まも

、れ ことがど。 

＜参加
さ ん か

する権利
け ん り

＞ 

自由
じ ゆ  

 意見
い  の

を表
る、わ

したり、集
るつ

まってグル

ープをつくったり、自由
じ ゆ  

が活動
うつど 

を行
おこが

っ

たりでき ことがど。 

出典
しゅっての

：日本
 ほ の

ユニセフ協会
きょ うい

ホームページより一部
い ち ぶ

抜粋
ばっすい

 

 そもそもこ よ が権利
 の り

、が示
しめ

、んれた

こと 背景
はい い

 は、先
んき

 述
 

べた世界
せ う い

大戦
たいせの

 

よって多
おお

、く こどもたちが戦争
せのそ 

、 犠牲
ぎ せ い

 がったことがるります。も 二度
 ど

、と

戦争
せのそ 

、 よってこども 命
い ち

、や人権
じの の

、が奪
 ば

、わ

れ ことはるってはが、がいとい 

社会
しんうい

、 風潮
ふ ちょ 

、が大
おお

、きが契
 い

機
き

、とがった で



す。 

 とりわ 、こども 権利
 の り

条約
じょ やく

、 原案
げのるの

を国連
こくれの

、 提出
ていしゅつ

、した はポーランド政府
せ い ふ

でした。こ 条約
じょ やく

 は、大戦中
たいせのちゅ 

 ユダ

ヤ人
じの

孤児
こ じ

 救済
きゅ んい

や教育
きょ いく

 尽
つ

くし、こど

もたちと共
とも

、 収容所
しゅ よ じょ

、で 命
い ち

、を落
お

、とした

ヤヌシュ コルチャック氏
し

、（1878－

1942）が唱
とが

えた「こども 権利
 の り

 尊重
そのちょ 

」

が大
おお

きく反映
はのえい

んれています。コルチャッ

ク氏
し

、は、「こどもは一人
ひ と り

、 人間
 のげの

、として

尊重
そのちょ 

、んれ 。こどもはおとが 所有物
しょゆ ぶつ

ではがい。こどもは幸福
こ ふく

 が 権利
 の り

を持
も

ってい 。こども 幸福
こ ふく

がし おとが 

幸福
こ ふく

はるりえがい」と述
 

べています。 

 つぎ 「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」 基本的
きほのてき

が考
うのが

え方
うた

は、以下
い う

 ４つで表
る、わ

んれます

（ 表
ひょ 

、２）。これ、は、こども 権利
 の り

、 

実現
じつげの

、を 考
うのが

、え 際
んい

、 重要
じゅ よ 

、とが 考
うのが

、え方
うた

、、

つまり「原則
げのそく

、」でる とんれています。

これ、 原則
げのそく

は、後述
こ じゅつ

す わが国
く 

 「こ

ども基本法
きほのほ 

」 も取
と

り入
い

れ、れています。 

表
ひょ 

２、「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」が掲
うう

げ ４つ 原則
げのそく

 

差別
さ べ つ

の禁止
き ん し

（差別
さ べ つ

のないこと） 

すべて こどもは、こども自身
じ し の

や親
おや

 人種
じのしゅ

や

国籍
こくせき

、性
せい

、意見
い  の

、障
しょ 

がい、経済
 いざい

状 況
じょ きょ 

がどどの

が理由
り ゆ  

でも差別
ん べ つ

んれ 、条約
じょ やく

 定
んだ

め すべて 

権利
 の り

が保障
ほしょ 

んれます。 

こどもの最善
さいぜん

の利益
り え き

（こどもにとって最
もっと

もよい

こと） 

こども 関
うの

す ことが決
き

め、れ、行
おこが

われ 時
とき

は、

「そ こども とって最
もっと

もよいことは何
が 

う」を

第一
だいいち

 考
うのが

えます。 

生命
せいめい

、生存
せいぞん

及
およ

び発達
はったつ

に対
たい

する権利
け ん り

（命
いのち

を守
まも

られ

成長
せいちょう

できること） 

すべて こども 命
い ち

が守
まも

、れ、もって生
 

まれた

能力
  りょく

を十分
じゅ ぶの

 伸
 

ばして成長
せいちょ 

でき よ 、医療
いりょ 

、

教育
きょ いく

、生活
せいうつ

へ 支援
し え の

がどを受
 

  ことが保障
ほしょ 

ん

れます。 

こどもの意見
い け ん

の尊重
そんちょう

（こどもがこどもに関
かか

わる

事柄
ことがら

について意見
い け ん

を表
あらわ

し、それがおとなに考慮
こうりょ

されること） 

こどもは自分
じ ぶ の

 関係
うの い

 る 事柄
ことが、

 ついて自由
じ ゆ  

 

意見
い  の

を表
る、わ

すことができ、おとがはそ 意見
い  の

をこ

ども 発達
はったつ

 応
お 

じて十分
じゅ ぶの

 考慮
こ りょ

します。 

出典
しゅっての

：日本
 ほ の

ユニセフ協会
きょ うい

ホームページより一部
い ち ぶ

抜粋
ばっすい

 



□4 こども基本法
きほんほう

とは 

 

こども基本法
きほのほ 

は、わが国
く 

 こども施策
し ん く

を社会
しんうい

全体
ぜのたい

、で総合的
そ ご てき

、うつ 強 力
きょ りょく

、 推進
すいしの

していくため 包括的
ほ うつてき

、が法律
ほ りつ

、として、

2022（令和
れ い わ

、4）年
ねの

、6月
がつ

、 国会
こっうい

、で法案
ほ るの

、が

成立
せいりつ

し、2023、（令和
れ い わ

5）年
ねの

4月
がつ

 施行
し こ  

ん

れました。こども基本法
きほのほ 

は、日本
 ほ の

国
こく

憲法
 のぽ 

と「こども 権利
 の り

条約
じょ やく

」 精神
せいしの

 則
 っと

っ

て、全
すべ

、て こどもが、将来
しょ 、い

、 わたって

幸福
こ ふく

、が生活
せいうつ

、を送
おく

、 こと でき 社会
しんうい

、 

実現
じつげの

、を目指
め ざ

、し、こども政策
せいんく

、を総合的
そ ご てき

、 

推進
すいしの

す ことを目的
もくてき

 しています。同法
ど ほ 

では、こども施策
し ん く

 基本
き ほ の

理念
り ね の

として、つ

ぎ 6つ ことを掲
うう

げています。 

 

 

 

 

（１）すべて こどもは大切
たいせつ

、 んれ、

基本的
きほのてき

が人権
じの の

が守
まも

、れ、差別
ん べ つ

んれ

がいこと。 

（２）すべて こどもは、大事
だ い じ

 育
そだ

て、

れ、生活
せいうつ

が守
まも

、れ、愛
るい

んれ、保護
ほ ご

んれ 権利
 の り

、が守
まも

、、れ、平等
びょ ど 

、 

教育
きょ いく

を受
 

 、れ こと。 

（３）年齢
ねのれい

や発
はっ

達
たつ

 程度
て い ど

 より、自分
じ ぶ の

 

直接
ちょくせつ

関係
うの い

、す こと 意見
い  の

、を言
い

、え

たり、社会
しんうい

、 んまざまが活動
うつど 

、 

参加
ん の う

でき こと。 

（４）すべて こどもは年齢
ねのれい

、や発達
はったつ

、 

程度
て い ど

 応
お 

じて、意見
い  の

が尊重
そのちょ 

んれ、

こども 今
いま

、とこれう、 とって

最
もっと

、もよいことが優先
ゆ せの

、して 考
うのが

、え

、れ こと。 

（５）子
こ

育
そだ

、ては家庭
う て い

、を基本
き ほ の

、としがが、、

そ イポートが十分
じゅ ぶの

、 行
おこが

、われ、

家庭
う て い

、で育
そだ

、つことが難
む う

、しいこども

も、家庭
う て い

、と同様
ど よ 

、 環境
うのきょ 

、が確保
う く ほ

、ん

れ こと。 

（６）家庭
う て い

や子
こ

育
そだ

て 夢
ゆめ

を持
も

ち、喜
よろこ

びを

感
うの

じ、れ 社会
しんうい

をつく こと。 

 

出 典
しゅっての

：こども家庭庁
うていちょ 

「すべて こども おとが

 知
し

ってほしい こども基本法
きほのほ 

とは 」 

こども家庭庁
うていちょ 

、 ホームページ 掲載
 いんい

、んれてい 

「こども基本法
きほのほ 

パンフレット」を参 照
んのしょ 

。 

 



 こ よ  、こども基本法
きほのほ 

は、こども

 権利
 の り

、を守
まも

、 ことを目的
もくてき

、とした法律
ほ りつ

、で

すが、がぜ今
いま

 がって制定
せいてい

んれ こと 

がった でしょ う。 

 

□5 こども基本法
きほんほう

制定
せいてい

の 

背景
はいけい

 

 

こども基本法
きほのほ 

は「こども 権利
 の り

を守
まも

 

法律
ほ りつ

」です。日本
 ほ の

政府
せ い ふ

はこれまでも児童
じ ど  

虐待
ぎんくたい

防止
し  し

対策
たいんく

、や待機
た い き

児童
じ ど  

対策
たいんく

、がど、こ

ども関連
うのれの

 施策
し ん く

 取
と

り組
く

み、一定
いってい

 効果
こ  う

は見
み

、れましたが、今
いま

もがおこどもを取
と

り巻
ま

、く環境
うのきょ 

、が良
よ

、くがったとはいい く

い状 況
じょ きょ 

 るります。そ 状 況
じょ きょ 

 追
お

い

打
 

、ちをう  よ  、コロナ禍
う

、 影響
えいきょ 

もるり、むしろ状 況
じょ きょ 

は深刻化
しのこくう

していま

す。 

 こども 関
うの

す 法律
ほ りつ

は、「児童
じ ど  

福祉法
ふくしほ 

」

「少年法
しょ ねのほ 

」「教育
きょ いく

基本法
きほのほ 

」がどがすで 

存在
そのざい

していますが、こどもを権利
 の り

 主体
しゅたい

とし、また権利
 の り

を保障
ほしょ 

す 総合的
そ ご てき

が法律
ほ りつ

は、これまで存在
そのざい

しませのでした。そこ

で日本
 ほ の

政府
せ い ふ

、は、こども 利益
り え き

、を一番
いちばの

、 

考
うのが

、え、こども関連
うのれの

、 取
と

、り組
く

、みを国
く 

、 

中心
ちゅ しの

、 据
す

、え ことが重要
じゅ よ 

、だとい 

認識
 のしき

う、、2023、（令和
れ い わ

5）年
ねの

4月
がつ

 「こ

ども基本法
きほのほ 

」が施行
し こ  

んれました。 

 こども基本法
きほのほ 

 成立
せいりつ

 より、社会
しんうい

でこ

ども 権利
 の り

が守
まも

、れ ことは、こども 

みが、 、子育
こ そ だ

て世帯
せ た い

全体
ぜのたい

が暮
く

、しやす

い社会
しんうい

、 つがが ことが期待
き た い

、んれます。 

 

 

 

 



□6 おこれからの社会
しゃかい

おに求
もと

おめ

られること 

 

こどもは、家庭
う て い

および学校
がっこ 

等
と 

 育
そだ

ち学
まが

ぶ施設
し せ つ

、地域
ち い き

 る、ゆ 場面
ば め の

 おいてお

とがと 関係性
うの いせい

、 がうで生
い

、きています。

おとがは、こどもを単
たの

、が 保護
ほ ご

、 対象
たいしょ 

ではがく、権利
 の り

 主体
しゅたい

として認
みと

め、こど

も一人
ひ と り

、ひとり 発達
はったつ

段階
だのうい

、 応
お 

、じたコミ

ュニケーションを図
はう

 がうで、こども 

とって最
もっと

、も良
よ

、いことを発見
はっ の

、し、それを

実現
じつげの

、す ことが大切
たいせつ

、です。こどもと 

対等
たいと 

、が立場
た ち ば

、でこども 意見
い  の

、を尊重
そのちょ 

、し、

それ 誠実
せいじつ

、 応
こた

、え こと 積
つ

、み重
うん

、ねが、

おとがる いは社会
しんうい

、 求
もと

、め、れていま

す。 

 こどもが生
 

、まれがが、 持
も

、つこども

 権利
 の り

が保障
ほしょ 

んれ、こどもが心身
しのしの

とも 

健
すこ

、やう 成長
せいちょ 

、 発達
はったつ

、す ことができ 

「こども やんしいまち」 未来
み 、 い

 向
む

う

って進
すす

、めていくことが、これう、私
わたし

、た

ちが歩
るゆ

む道
みち

だと考
うのが

えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２４人権
じの の

週間
しゅ うの

テーマ「わたしたち ことを、わたしたちふき 決
き

めがいで」 

「きく」ことの意味
い み

について考
かんが

える 

（公
こ 

財
ざい

）福岡県
ふくおう の

人権
じの の

啓発
 いはつ

情報
じょ ほ 

センター 館長
うのちょ 

 谷口研二
た ぐち のじ

 

 

「雨
るめ

」はがぜ「アメ」とい  う、「咲
ん

く」

はがぜ「イク」で、「くしんみ」はがぜ「ク

シャミ」が う。語源
ご げ の

を考
うのが

えていくと思
おも

わふこと 気
き

くくことがるります。 

 る 研修会
 のしゅ うい

で「きく」 語源
ご げ の

を出
だ

し合
る

った際
んい

、、“「き く」 語源
ご げ の

、は「氣
き

･
 

來
く

、」。

相手
る い て

 「氣
き

」が届
とど

き受
 

 とめ こと”と

い 説
せつ

がるりました。音
おと

、 声
こえ

だ ではが

く、「(花
はが

 )香
うお

りをきく」、「(酒
ん 

 )味
るじ

をき

く」、「(板
いた

、 )厚
るつ

、ん きいて釘
くぎ

、を打
 

、つ」

等々
がどがど

。共通
きょ つ 

す  は、相手
る い て

、（発
はっ

信者
しのしん

） 

氣
き

(存在
そのざい

、エネルギー、特性
とくせい

)をるり ま

ま 受
 

 とめたとき「氣來
き く

」が実現
じつげの

す 、

とい 考
うのが

え方
うた

でした。 

 

 子
こ

どもが「心
こころ

を閉
と

ざしてい 」よ  

思
おも

え ときがるります。 っと以前
い ぜ の

 こ

とですが、がのとうしたいと言
い

、 教員
きょ いの

 、同僚
ど りょ 

が「心
こころ

 ドア は外
そと

 取
と

っ手
て

がついてがいう、、勝手
う っ て

 外
そと

う、は入
はい

れ

がい。心
こころ

、 ドアは内側
 ちがわ

、う、しう開
ひ、

、うが

い」、「そ 子
こ

はたぶの、ノックしてい 

人
ひと

、がどのが人
ひと

、う想像
そ ぞ 

、してい  だろ 。

ドア 向
む

、こ  い 人
ひと

、たち 中
がう

、 、 待
ま

つ』こと  聴
き

く』ことができ 、信頼
しの、い

で

き おとががい  うど う、考
うのが

、えて

い  ではがいう」と言
い

、ったことが

印象的
いのしょ てき

でした。 

 学生
がくせい

 こ 話
はがし

を紹介
しょ うい

して、“待
ま

つ･聴
き



く”とはどのがことだと思
おも

 うと問
と

 と、

「先
んき

回
まわ

りしていじ、がいこと」、「関心
うのしの

を

もって適度
て き ど

、が場所
ば し ょ

、 いてくれ こと」、

「相手
る い て

、が話
はが

、したくが 聴
き

、き方
うた

、ができ 

こと」、、「言葉
こ と ば

が足
た

りがいとき、言葉
こ と ば

を探
んが

したり取
と

、り戻
もど

、したりす  を手伝
て つ だ

、 こ

と」等
がど

 考
うのが

えが出
だ

んれました。 

 

  第
だい

58回
うい

特別展
とくべつての

 テーマは、「きこえて

いますう －子
こ

、ども 権利
 の り

、と意見
い  の

表明
ひょ めい

－」です。 

、 、 子
こ

、ども 権利
 の り

条約
じょ やく

第
だい

、12 条
じょ 

、「意見
い  の

表明
ひょ めい

」 「意見
い  の

」は、opinions ではが

く、 views  訳語
や く ご

、。内田塔子
 ち だ と  こ

、んの(東洋
と よ 

大学
だいがく

)は、「意見
い  の

、（views）は話
はが

し言葉
こ と ば

や書
う

き言葉
こ と ば

、だ でがく、遊
るそ

、び ･身振
み ぶ

、り ･

表 情
ひょ じょ 

、･絵
え

等
がど

、 非言語的
ひ げ の ご て き

、コミュニケーシ

ョン形態
 いたい

も含
ふく

む。年齢
ねのれい

制限
せいげの

はがい」、「子
こ

ども 意見
い  の

、を尊重
そのちょ 

、す とは、おとがと

子
こ

、どもが相互
そ  ご

尊重
そのちょ 

、 基
もと

、くく対話
た い わ

、を積
つ

、み

重
うん

ねていくこと。対話
た い わ

 プロセス 先
んき

 

こそ 子
こ

ども 最善
んいぜの

 利益
り え き

』 保障
ほしょ 

がる

 」(、 人権
じの の

 ひろば』2024.9／概要
がいよ 

)と

言
い

います。 

「子
こ

、どもだったとき ことを忘
わす

、れがい

おとが」として「きく」ため 想像力
そ ぞ りょく

を

回復
ういふく

したいと思
おも

います。 


